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調査の
概要

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

■実施主体　復興庁・福島県・浪江町
■調査対象　世帯の代表者　9,656世帯
■調査時期　平成25年8月9日～23日
■調査方法　郵送法・記名方式
■回 収 数　6,132世帯
■回 収 率　63.5％（前回：61.7％）

回答者年代（6,132世帯中）

20代以下 2.2%無回答 1.1%

30～39歳 9.0%

40～49歳
 12.8%

仮設住宅
27.6%

  世帯でまとまって
  避難している
（一人暮らし含む）
  48.7%

合計2カ所
に分散
28.7%

合計3カ所
に分散 10.8%

合計4カ所以上
に分散 2.9%

公営住宅
（有償）
2.0%

その他
7.4%

民間賃貸
（有償）
6.6%

持ち家 6.8%

借上住宅
49.0%

いわき市
 9.9%

福島市
19.4%

二本松市
14.5%

郡山市
7.3%

県外
24.9%

無回答
8.9%

県内その他
7.9%50～59歳

 20.9%
60～69歳
 25.3%

70代以上
 28.8%

1 避難先自治体（6,132世帯中）2

現在の居住形態（6,132世帯中）3 世帯の分散状況（6,132世帯中）4

相馬市 2.2%無回答 1.0%
南相馬市 5.9%

本宮市 4.2%

桑折町
2.9%

無回答 0.7%

住民意向調査
集計結果速報版

住民意向調査住民意向調査
集計結果集計結果
住民意向調査
集計結果

復興推進課　　0243（62）4731

平成25年８月に実施しました住民意向調査にご
協力いただき、ありがとうございました。
平成25年10月４日に復興庁から公表された集

計結果（速報版）を一部抜粋してお知らせします。
なお、集計結果（速報版）の全データは町ホー

ムページからご覧いただけます。
※最終報告については、平成25年度内に復興庁から
公表される予定です。公表され次第お示しします。

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さんへ

二
本
松
事
務
所
か
ら
見
え
る
山
々
も
、
次
第
に
秋

の
色
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
菊
人
形
祭
り
も
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
中
通
り
の
短
い
秋
を
過
ご
し
て
い
る
と
、

あ
ら
た
め
て
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
四
季
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
２
年
半
以
上
が
経
ち
ま
す

が
、
私
た
ち
は
依
然
と
し
て
過
酷
な
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の
基

本
と
な
る
住
環
境
、
中
で
も
仮
設
住
宅
の
劣
悪
な
環

境
は
、
一
刻
も
早
く
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
国
・
県
に
も
強
く
働
き
か
け
、
必

要
な
復
興
公
営
住
宅
を
早
急
に
確
保
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
広
域
避
難
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん

の
絆
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
い
く
か
。
私
は
そ
こ

が
と
て
も
難
し
い
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
は
、
南
相
馬
市
、
い
わ
き
市
、
二
本
松
市
の
３

市
に
、
復
興
公
営
住
宅
を
中
心
と
し
て
役
場
の
支
所

機
能
を
設
置
す
る
な
ど
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各

地
に
離
散
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
集
ま
っ

て
、
絆
を
維
持
し
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
住
民
意
向
調
査
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
復
興
公
営
住
宅
に
関
す
る
今
の
思
い

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
、

皆
さ
ん
の
要
望
実
現
の
た
め
、
今
後
の
取
組
み
に
反

映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、「
判
断
で
き
な
い
」
と
い
う
方

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
先
の
見
通

し
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
当
に
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
ひ
と

つ
と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
町
内
で
行
な
う
よ
う
に

全
て
希
望
ど
お
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
難
し

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
判
断
材

料
と
な
る
情
報
は
、
い
ち
早
く
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
情

報
入
手
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
面
で
、
特
に
ご
苦

労
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
原
発
避
難
者
特
例
法
で
は
、

避
難
先
で
も
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
市
町
村
に
よ
っ
て
対

応
が
ま
ち
ま
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
県
や
国
を
通

じ
て
改
善
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に

強
く
働
き
か
け
、
生
活
再
建
・
生
活
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
く
れ

ぐ
れ
も
、
か
ぜ
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、
体
調
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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住民意向調査集計結果 住民意向調査
集計結果

住民意向調査
集計結果
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78.5%

71.4%

64.4%

61.1%

49.8%

49.6%

47.3%

44.4%

37.2%

10.4%

4.5%

1.4%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

0％ 50％ 100％

速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果 住民意向調査集計結果

道路、鉄道、学校、病院などの社会基盤（インフラ）復旧時期の目途

放射線量の低下の目途・除染成果の状況

原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や廃炉の状況）

どの程度の住民が戻るのかの状況

避難解除となる時期の目安に関する情報

受領する賠償額の確定

放射線の人体への影響に関する情報

中間貯蔵施設の情報

働く場の確保の目途

その他

現時点ではどのような情報があれば判断できるか分からない

【複数回答】
無回答

帰還意向について

判断するうえで必要な情報
（⑨「現時点でまだ判断がつかない」2,298世帯中）

居住を希望する自治体
（⑨「現時点で戻らないと決めている」2,299世帯中）

帰還した場合に希望する住居
（⑨「現時点で戻りたいと考えている」1,152世帯中）

10

9
帰還の意向（年代別）

6.7%～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

26.9% 61.9%

6.4% 38.6% 52.6%

12.2% 40.8% 44.4%

15.9% 40.2% 40.3%

19.3% 40.4% 35.0%

28.2% 32.2% 28.1%

4.5%

2.4%

2.6%

3.7%

5.2%

11.6%

戻りたい 判断がつかない 戻らない 無回答

12 11

現在住んでいる
自治体に
住むつもり
43.6%

元の持ち家（自宅）
（建替え含む）

71.2%

判断がつかない
37.5%

別の自治体に
転居したい
21.8%

現状では
どうするか
決まってない
31.4%

無回答 3.2% 無回答 4.7%

無回答
6.2%

自宅とは別の場所に
新たに一戸建ての
持ち家を建てたい
5.7%

民間賃貸住宅
3.7%

公営住宅 5.6%

その他 4.0%

判断できない 4.9%

帰還の意向（6,132世帯中）

戻らない
37.5%

戻りたい
18.8%

������������������

0％ 50％ 100％

0 100 200 300 400 500 600

0％ 50％ 100％

59.6%

51.6%

40.0%

32.4%

29.2%

26.0%

24.7%

0.9%

住民意向調査集計結果 速報版住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果住民意向調査集計結果

今の住居で
当面、継続して
暮らしたい
49.2%

現在居住して
いる市町村内
の別の住居へ
引っ越したい
　　　18.6%

現在居住して
いる市町村以外へ
引っ越したい
13.8%

現時点では
分からない
判断できない
16.0%

どの地域の住宅に入居できるか分からないから

【複数回答】

※対象世帯は⑤で「入居を希望する」と回答した1,717世帯（うち無回答24世帯）であるが、このうち住居分離の希望を

　２世帯目として394件（うち無回答47件）を合計したもの。

自身の生活の見通しが立っていないから

周辺の施設や住環境が分からないから

近所にどういう人が住むか分からないから

家賃・間取り等が詳細に分からないから

集合住宅に住むことに抵抗があるから

その他

無回答

無回答 2.4%

判断できない理由
（⑤「現時点では判断できない」2,213世帯中）

復興公営住宅について

7 入居を希望しない方の理由
（⑤「入居を希望しない」2,132世帯中）8

もっとも希望する自治体（⑤「入居を希望する」1,717世帯中）6

復興公営住宅入居希望状況（6,132世帯中） 復興公営住宅入居希望状況（年代別）5

希望しない
34.8%

希望する
28.0%

16.4%～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

29.1% 53.7%

12.6% 38.4% 49.0%

21.0% 41.3% 37.5%

24.0% 38.0% 37.7%

33.0%

南相馬市 479

いわき市 399

二本松市 258

福島市 249

郡山市 106

本宮市 51

相馬市

1世帯目

2世帯目

50

桑折町 44

会津若松市 10

その他 47

南相馬市

いわき市

二本松市

福島市

郡山市

本宮市

相馬市

桑折町

会津若松市

その他

全総数

479

399

258

249

106

51

50

44

10

47

1,693

98

80

44

65

27

5

12

19

1

21

372

577

自治体名
1世帯目
（件数）

2世帯目
（件数）

総数

479

302

314

133

56

62

63

11

68

2,065

98

80

44

65

27

5

12

19

1

21

35.2% 31.0%

35.6% 33.0% 28.9%

0.7%

0.0%

0.1%

0.3%

0.8%

2.6%

希望する 判断できない 希望しない 無回答

判断できない
36.1%

無回答 1.1%
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平成24年度

決算
　 総務課財政管財係　　0243（62）0123（代表）

平成24年度の決算は、平成23年度に引き続

き全町避難が続くなか、避難をされる皆さまへ

の生活支援や復旧・復興へ向けた各種事業が中

心となりました。

その概要をお知らせします。
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歳入 94億5,271万8千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年比 24.2%減）

歳出 86億4,676万4千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年比 27.2%減）

町税
3億7,830万円
前年度比　6.8%減

その他
16億738万3千円
前年度比　59.3%増

総務費
28億6,719万4千円
前年度比　48.0%減

衛生費
3億7,193万8千円
前年度比　21.9%増

消防費
3億4,359万円
前年度比　18.3%増

教育費
1億3,132万4千円
前年度比　48.9%減

商工費
6,739万6千円
前年度比　112.6%増

災害復旧費
1,340万円
前年度比　334,900.0%増

地方交付税
45億9,429万8千円
前年度比　27.9%減

県支出金
11億8,444万6千円
前年度比　59.5%減

国庫支出金
9億6,404万5千円
前年度比　3.4%減

町債
3億7,321万6千円
前年度比　2.3%減

地方譲与税等
3億5,103万円
前年度比　5.3%減

民生費
33億7,429万5千円
前年度比　11.7%減

公債費
6億6,902万5千円
前年度比　12.6%減

土木費
3億9,391万6千円
前年度比　11.6%減

農林水産費
2億3,598万4千円
前年度比　24.1%減

議会費
1億1,436万9千円
前年度比　11.9%減

労働費
6,433万3千円
前年度比　545.5%増

自主財源

依存財源

町税内訳
町　民　税
固定資産税
軽 自 動 車
そ　の　他

2億4,968万1千円
6,864万2千円
3,274万6千円
2,723万1千円

6億6,251万6千円
3億1,818万4千円
5億8,412万9千円
1,363万3千円
313万7千円
2,578万9千円

その他の内訳
繰　入　金
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金

39.0％39.0％

33.2％33.2％

7.7％7.7％

4.3％4.3％

4.6％4.6％

4.0％4.0％
2.7％2.7％

1.5％1.5％

0.7％0.7％
1.3％1.3％

0.2％0.2％
0.8％0.8％

4.0％4.0％

3.6％3.6％

48.6％48.6％

12.5％12.5％

10.2％10.2％

4.0％4.0％

17.1％17.1％
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◆��日化ボードѝ��◆
町民の皆さんへ

� 震災後、２年７カ月が過ぎ町の人はバラバラになり、そ

れぞれの道を模索し始めましたが、浪江町民としてプライ

ドを持ち、また町民同士慈しむ心を持って自分の決めた道

をゆっくりと進んで行って欲しいと思います。

　産業・賠償対策課産業再生係
　0243－62－0167

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を再開しました

日化ボードѝ　代表取締役　朝田　英信
〒979−1512　大字北幾世橋字北原16　　　　
　0240−35−2546　　0240−35−2547
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みんなで

ともに
乗り越えよう

浪江町を復興していくためには、町民

の生活再建・健康管理、インフラの復旧、

賠償問題、絆の維持など多くの課題があ

ります。

その中で、町がどのような取り組みを

しているのかをお知らせします。
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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.1　消滅時効とは？

弁護士　井上　　航
産業・賠償対策課　主幹

（所属：第二東京弁護士会）

浪江町の皆さん、はじめまして。平成25

年８月１日から役場二本松事務所で勤務して

います井上航です。浪江町に来る前は、長崎

県の五島列島にある法テラス五島法律事務所

で弁護士をしていましたが、志願して浪江町

役場にやってきました。

皆さんが原発事故前と同じような生活、人

間として当たり前の生活をおくれるように役

場から支援していきたいと思います。よろし

くお願いします。

さて、このコーナーですが、原発賠償に関

して知っておきたい大事なポ

イントの解説と、日々の生活

で問題が起きた際に迷わず対

応するための予備知識をお伝

えしていきます。

初回は消滅時効を取り上げ

ます。皆さんも新聞報道など

でご存じかもしれませんが、

大事なことなのでもう一度確

認してください。

�������������������

みんなでともに
乗り越えよう
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開催スケジュール

主催　浪江町　　　生活支援課避難生活支援係　　0243（62）0305

な
みえ

同じ浪江町民同士、みんなで集い、語り合う場、共感し合う場、理解し合

う場、励まし合う場、笑い合う場、さまざまな場として“しゃべり場”を開

催しています。「これから一緒に何かしましょうよ！」「今こんなことに困っ

てない？」など、皆さんの“今”を共有しましょう。

事前申し込みが必要となる場合がありますのでご注意ください。皆さまの

ご参加をお待ちしています。

”し
ゃ
べ
り
場
“

の

な
みえ
〜
集
ま
れ
！ 
浪
江
の
な
か
ま
〜
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　健康保険課健康係　　0243－62－0168
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243（62）4731　　　
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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Ｂ－１グランプリin豊川
がんばれ！
浪江焼麺太国
11月９日（土）・10日（日）
会場　愛知県豊川市内稲荷公園ほか

皆さんの応援
よろしくお願いします。
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浪江のこころ通信

宮原喜美子さん（谷津田）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原
取材日：10月７日

“自分を耕して、自分に種をまく”をモットーに
　～ビーズアートジャパン大賞2013　佳作受賞～

震
災
当
日
は
、
町
内
の
現
場
で
泉

田
組
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
す

ぐ
に
帰
る
よ
う
に
言
わ
れ
ダ
ン
プ
を

運
転
し
て
戻
る
途
中
に
陥
没
し
て
い

る
道
路
を
見
つ
け
ま
し
た
。
”こ
れ

で
は
危
な
い
“
と
思
い
、
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
配
置
し
、
橋
の

段
差
を
知
ら
せ
る
誘
導
を
暗
く
な
る

ま
で
し
ま
し
た
。
誰
も
事
故
に
遭
わ

ず
に
済
ん
で
良
か
っ
た
と
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
家
に
戻
り
ま

し
た
が
家
の
中
は
ひ
ど
い
状
態
だ
っ

た
の
で
、
夜
は
夫
と
母
と
車
で
過
ご

し
ま
し
た
。
翌
日
、
津
島
に
避
難
し
、

３
日
後
東
和
住
民
セ
ン
タ
ー
に
移
動

し
て
20
日
間
い
ま
し
た
。
東
和
の
人

は
み
ん
な
暖
か
く
て
、
自
分
の
布
団

が
無
く
な
る
の
で
は
と
思
う
ほ
ど
運

ん
で
く
れ
た
り
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
持
っ

て
き
て
く
れ
た
り
と
親
切
で
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
裏
磐
梯

で
４
カ
月
暮
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
時

一
緒
だ
っ
た
10
家
族
と
は
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
過
ご
し
、
今
で
も
交
流

し
て
い
ま
す
。

浪
江
で
は
趣
味
で
ビ
ー
ズ
を
作
っ

て
い
た
の
で
、
材
料
を
買
う
た
め
に

会
津
の
手
芸
店
へ
行
っ
た
時
、
楢
葉

町
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
た
ビ
ー
ズ
の

先
生
に
　
”資
格
を
取
ら
せ
て
あ
げ
る

か
ら
や
り
な
さ
い
“
と
応
援
さ
れ
ま

し
た
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
、
今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
出
来
る

と
折
れ
そ
う
な
心
を
切
り
替
え
、
震

災
の
年
の
７
月
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
ク
ロ
ッ

シ
ュ
の
技
能
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
10
月
に
は
針
と

糸
で
編
む
ビ
ー
ズ
ア
ー
ト
ス
テ
ッ
チ

の
資
格
も
取
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
東

和
の
皆
さ
ん
に
私
に
で
き
る
恩
返
し

と
い
う
こ
と
で
ビ
ー
ズ
作
り
を
教
え

る
事
も
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
プ
ロ
の
方
が
出
展

す
る
ビ
ー
ズ
ア
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
大
賞

に
応
募
し
た
理
由
は
、
桂
由
美
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
有
名
な
先
生
の
目

に
触
れ
る
だ
け
で
い
い
、
仕
事
を
し

な
が
ら
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の

だ
と
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
作
品
は 

　”ハ
ー
モ
ニ
ー

（
女
神
様
の
お
気
に
入
り
）
“
と
い
う

題
名
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
の
３
点
セ
ッ
ト
で

す
。
２
５
０
名
の
応
募
作
品
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。

福
島
か
ら
は
私
一
人
の
応
募
で
し
た
。

”自
分
を
耕
し
て
自
分
に
種
を
ま

く
“
と
思
っ
て
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
芽
が
出
て
き
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
今
は
そ
の
種
を
み

ん
な
に
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
み

ん
な
が
喜
ぶ
顔
が
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
、
１
年
前
か
ら
オ
カ
リ
ナ
を

月
に
２
回
習
っ
て
い
ま
す
。
楽
譜
も

な
か
な
か
読
め
な
い
の
で
す
が
、
み

ん
な
を
明
る
い
気
持
ち
に
引
っ
張
っ

て
く
れ
る
先
生
の
姿
勢
を
学
び
た
く

て
始
め
ま
し
た
。

今
、
ビ
ー
ズ
は
人
を
つ
な
ぐ
役
割

で
す
が
、
将
来
販
売
や
教
室
で
教
え

る
事
が
出
来
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
の
中
で
の
沢
山
の
出
会
い
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
い
い
人
と
巡
り
合
え

て
来
た
の
は
人
生
の
宝
で
す
ね
。

現在、相馬市の大野台仮設住宅でご主人とお母様
の３人でお住いの宮原さん。仕事をしながら震災後
に取得された資格を生かし、ジュエリークリエーター
として常に前向きなチャレンジャーです。たくさん
の方にお世話になったことをいつも心におき、感謝
の気持ちで明るく暮らしていらっしゃいます。

▲手作りのビーズコレクション
と一緒に

福島県

佳作受賞作品
（ブレスレット）

▲

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第29号」への
感想をお寄せください。

● 第29号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から２年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

再会・浪江のこころ

�������������������



����

浪江のこころ通信

田中　裕樹さん・純子さん（樋渡）

生まれ育った関西よりも
浪江町は、大切なふるさとです

大阪府

取材者：京都府駐在浪江町復興支援員　冨川・土田
取材日：10月11日

■
震
災
後
、
実
家
の
あ
る
兵
庫
県
伊

丹
市
へ
、
そ
し
て
豊
中
市
へ

（
裕
樹
さ
ん
の
お
話
）

震
災
当
日
、
妻
は
仙
台
に
お
り
、

も
の
す
ご
い
揺
れ
に
び
っ
く
り
し
て
、

混
乱
す
る
仙
台
市
内
か
ら
吹
雪
の
中
、

長
町
警
察
署
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
は
妻
と
連
絡
が
取
れ

た
の
で
、
娘
と
車
で
迎
え
に
仙
台
へ
。

と
り
あ
え
ず
３
人
で
一
度
自
宅
に
戻

り
、
た
ま
た
ま
息
子
達
も
浪
江
に
い

た
の
で
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
津
島
に

向
か
い
そ
こ
で
３
日
間
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
新
潟
を
経
由
し
て
私

達
の
出
身
地
で
あ
る
兵
庫
県
伊
丹
市

に
入
り
ま
し
た
。
実
家
の
両
親
や
親

戚
の
人
た
ち
も
家
族
５
人
全
員
が
無

事
に
帰
っ
て
来
た
こ
と
に
、
涙
を
流

し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し

伊
丹
市
で
は
、
住
宅
や
長
女
の
学
校

の
手
続
き
な
ど
の
対
応
に
と
て
も
手

間
取
っ
て
い
た
た
め
、
知
り
合
い
の

方
か
ら
豊
中
市
の
支
援
の
情
報
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
現
在
の
住
宅
や
学

校
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
半
が
経
っ
た
今
で
も
豊
中
市
の

福
祉
協
議
会
の
支
援
は
手
厚
く
親
切

で
、
物
資
の
提
供
や
交
流
会
の
案
内

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
良
く
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

 ■
優
し
い
浪
江
の
言
葉
を
覚
え
る
の

が
嬉
し
か
っ
た

（
純
子
さ
ん
の
お
話
）

震
災
の
半
年
前
に
新
し
い
ア
パ
ー

ト
に
引
越
し
し
た
ば
か
り
で
、
家
具

や
電
化
製
品
も
全
て
新
し
く
買
い
揃

え
て
い
ま
し
た
。
一
時
帰
宅
し
た
時

も
、
新
築
の
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
の
で

被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
る
程
度

片
付
け
も
し
て
き
た
の
で
、
そ
こ
に

住
め
な
い
こ
と
が
本
当
に
残
念
で
す
。

浪
江
に
は
、
17
年
間
住
ん
で
い
た
の

で
、
子
供
達
も
す
っ
か
り
浪
江
に
馴

染
ん
で
お
り
、
私
は
優
し
い
浪
江
の

言
葉
を
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
く
の
が

嬉
し
く
、
こ
の
ま
ま
浪
江
の
人
に
な

る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

と
て
も
淋
し
い
で
す
。
今
、
こ
ち
ら

に
い
て
も
関
西
出
身
な
の
に
ど
ん
な

関
西
弁
を
話
し
て
い
た
か
も
忘
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
浪
江
は
気
候
も
良

く
、
周
り
の
人
た
ち
も
優
し
く
、
本

当
に
住
み
や
す
い
町
で
し
た
。

主
人
は
、
震
災
前
か
ら
放
射
線
管

理
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
こ
の
秋
か

ら
福
島
市
を
拠
点
に
仕
事
を
す
る
た

め
福
島
市
に
単
身
赴
任
し
ま
す
。
私

は
そ
の
た
め
の
生
活
用
品
を
準
備
し

た
り
、
生
活
が
落
ち
着
く
ま
で
は
、

福
島
市
と
豊
中
市
を
行
っ
た
り
来
た

り
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
こ
ち
ら
は
地
元
な
の
で
、
友
人

と
の
お
付
き
合
い
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
分
な
り
に
楽
し
ん
で
生
活
し

て
い
き
た
い
で
す
。

子
供
達
は
、
す
っ
か
り
関
西
で
の

生
活
に
順
応
し
て
い
る
の
で
、
今
後

も
こ
ち
ら
に
住
む
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
将
来
的
に

は
不
安
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
浪
江

に
い
た
時
は
ほ
と
ん
ど
実
家
に
は
帰
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ
を

機
に
お
互
い
の
実
家
へ
帰
る
こ
と
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で

の
分
も
こ
れ
か
ら
親
孝
行
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現在、田中裕樹さんは奥様の純子さん、次男の慎也さん、長女の
美穂さんと家族４人で大阪府豊中市の市営住宅で生活していらっしゃ
います。同じ棟には長男の貴雅さんも別にお住まいになり、家族５
人仲良く生活されています。この秋から裕樹さんは放射線管理のお
仕事で福島市に単身赴任することになっており、しばらくは純子さ
んが福島市と豊中市を行ったり来たりの生活になるということです。

▲田中裕樹さん・純子さんご夫妻

�������������������

村上　　卓さん（田尻）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：10月８日

田畑を耕したい
～恵み多き浪江に戻れるように～

地
震
発
生
時
、
私
は
棚
塩
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し

て
お
り
、
家
を
離
れ
て
い
ま
し
た
。

揺
れ
が
ひ
ど
く
立
っ
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
木
も
大
き
く
揺
れ
、
側

溝
の
水
も
跳
ね
る
ほ
ど
で
「
こ
の
揺

れ
で
は
も
う
自
分
の
家
も
倒
れ
る
」

と
思
っ
た
く
ら
い
で
す
。
町
内
は
塀

が
倒
れ
家
も
崩
れ
、
通
る
道
路
は
地

割
れ
し
て
お
り
、
迂
回
し
て
自
宅
に

や
っ
と
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
か
町
か
ら
避
難
す
る
こ
と
に

な
る
と
は
思
わ
ず
、
翌
早
朝
、
瓦
屋

に
屋
根
の
修
理
を
頼
み
に
行
き
、
す

ぐ
避
難
指
示
を
知
り
ま
し
た
。
電
気

が
通
っ
て
い
な
い
の
で
、
放
送
も
鳴

ら
ず
、
自
宅
前
の
渋
滞
を
み
て
驚
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
津
島
か
ら
私
の

地
元
・
横
浜
市
に
避
難
し
ま
し
た
。

も
う
都
会
に
住
む
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
こ
と
を
仕
事
時
代
の
友
人
に
話

し
た
と
こ
ろ
、「
山
形
県
天
童
市
に
持
っ

て
い
る
家
が
空
き
家
だ
か
ら
」
と
貸

し
て
く
れ
、
２
年
前
の
４
月
か
ら
天

童
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
や
は
り

こ
ち
ら
に
来
て
初
め
は
、
知
り
合
い

が
な
く
寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
友

人
達
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
来
た
り
、

岳
温
泉
で
忘
年
会
を
し
た
り
し
て
集

ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雪
の
積

も
ら
な
か
っ
た
横
浜
や
浪
江
と
は
違

い
、
毎
日
雪
か
き
、
家
の
雪
下
ろ
し

の
心
配
な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
田
ん
ぼ
や
畑
も
あ
り
街
よ
り

も
落
ち
着
い
て
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

８
年
ほ
ど
前
、
自
給
自
足
の
有
機

農
業
を
す
る
穏
や
か
な
生
活
を
求
め

て
、
夫
婦
２
人
で
横
浜
市
か
ら
浪
江

町
に
移
住
し
ま
し
た
。
田
植
え
機
、

耕
運
機
、
稲
刈
り
機
な
ど
の
農
機
具

も
揃
え
、
手
が
か
か
っ
て
大
変
で
も
、

楽
し
み
な
が
ら
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
農
作
物
を
育
て
る
生
活
を
し
た
か
っ

た
の
で
す
。
浪
江
に
は
孫
達
も
休
み

の
度
に
遊
び
に
き
て
、
釣
り
や
陶
芸

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
て
、
恵
ま
れ
て

い
る
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

自
給
の
で
き
る
農
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
は
、
色
々
な
方
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
か

も
初
め
て
で
夕
方
遅
く
ま
で
作
業
す

る
私
た
ち
を
み
か
ね
て
、
近
所
の
方

が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
地
区

の
牛
農
家
の
方
に
藁
と
堆
肥
を
交
換

し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
本
当
に
い
ろ

い
ろ
助
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
米
、
み
そ
、
梅
干
し
、

干
し
柿
な
ど
全
部
手
作
り
。
米
も
、

土
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
稲
刈
り
、

は
せ
が
け
、
脱
穀
ま
で
行
な
い
、
全

部
自
分
た
ち
で
手
を
か
け
育
て
て
い

ま
し
た
。
育
っ
た
作
物
は
親
戚
や
知

り
合
い
に
譲
り
、
野
菜
も
大
き
く
育

つ
よ
う
に
な
り
、
や
っ
と
段
取
り
よ

く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
矢
先
の
震
災
で
し
た
。

戻
れ
る
も
の
な
ら
戻
っ
て
、
ま
た

土
地
を
耕
し
た
い
と
い
う
想
い
は
な

か
な
か
消
え
ま
せ
ん
。
住
ま
う
だ
け

で
な
く
、
田
畑
も
耕
せ
る
よ
う
な
恵

ま
れ
た
浪
江
の
土
地
に
、
元
気
な
う

ち
に
戻
れ
た
ら
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

村上さんご夫妻は、定年退職後、有機農業に取り組
みながら落ち着いた生活ができる土地を望み、横浜市
から浪江町に移り住み、穏やかな生活を送っておられ
ました。震災後は、ご友人の心遣いで山形県天童市の
住宅を借りることができ、現在ご夫婦お２人で暮らし
ています。

山形県

▲天童市のお住まいにて。
　卓さん、喜代子さんご一緒に
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浪江のこころ通信

鈴木　静子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：10月９日

天から与えられたこの命、
天寿を全うしたいですね

福島県

■
浪
江
へ
の
思
い
が
　
”行
き
つ
戻
り

つ
す
る
“
毎
日
で
す

避
難
準
備
区
域
に
な
っ
た
自
宅
の

屋
根
を
修
理
し
た
後
、
な
ぜ
か
放
射

線
量
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
町
に
帰
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
一
向
に
収

ま
ら
な
い
原
子
力
発
電
所
の
汚
染
水

漏
れ
は
一
体
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ

う
か
と
、
毎
日
逡
巡
し
て
い
ま
す
。

前
回
取
材
し
て
頂
い
た
時
に
は
、

希
望
に
溢
れ
た
言
葉
や
ふ
る
さ
と
浪

江
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
今
は
、
浪
江
に
帰

る
時
期
な
ど
は
っ
き
り
し
た
目
的
が

な
く
、
生
き
る
の
は
辛
い
と
思
う
時

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
50
坪
ほ
ど
の

家
の
片
付
け
を
独
り
で
出
来
る
か
し

ら
と
か
、
近
所
の
人
は
帰
っ
て
く
る

の
だ
ろ
う
か
、
10
年
後
は
心
配
せ
ず

に
住
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
か
、
様
々

な
思
い
が
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
、

仮
設
を
出
て
行
く
方
も
お
ら
れ
て
、

櫛
の
歯
が
抜
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
何
だ
か
取
り
残
さ
れ
る
よ
う
で

不
安
で
す
。

町
に
は
帰
れ
る
目
途
を
示
し
て
欲

し
い
で
す
が
、
原
発
が
あ
の
よ
う
な

状
態
で
し
ょ
う
、
本
当
に
安
全
性
は

確
保
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
除
染

が
済
ん
で
や
っ
と
住
め
る
よ
う
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
１
〜
２
年
後
に
再
び

事
故
な
ど
起
き
た
ら
ど
う
し
ま
し
ょ

う
、
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す

よ
。

■
何
か
す
る
こ
と
で
、
明
日
に
つ
な

げ
て
い
ま
す

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
議
な
ど
、
お
声
が

か
か
れ
ば
断
ら
ず
に
出
か
け
て
い
ま

す
。私

は
若
い
頃
か
ら
剣
舞
を
習
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
始
め
た
詩
吟
も
、

浪
江
か
ら
避
難
し
て
き
た
方
々
と
再

び
習
い
始
め
ま
し
た
。

先
日
、
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
中
島

潔
の
絵
を
観
て
久
し
ぶ
り
に
感
動
し

ま
し
た
。
何
か
に
感
動
す
る
気
持
も

失
っ
て
い
た
の
だ
と
、
そ
の
時
気
付

き
ま
し
た
よ
。

そ
れ
か
ら
、
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
「
天
蚕*

」
を
育
て
、
広
め
る
活

動
も
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
、
仮
設

の
片
隅
で
育
て
た
繭
は
50
個
採
れ
ま

し
た
。
天
蚕
を
育
て
た
い
と
い
う
方

が
お
り
ま
す
の
で
、
霊
山
の
天
蚕
の

会
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
な
ど
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

*
日
本
原
産
の
大
型
野
生
蚕
の
一
種
。
ク
ヌ

ギ
、
コ
ナ
ラ
、
エ
ゾ
ノ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

の
葉
を
食
べ
て
成
長
し
、
孵
化
後
、
50
〜

60
日
く
ら
い
で
繭
を
作
り
ま
す
。
萌
木
色

の
美
し
い
絹
糸
は
「
繊
維
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
と
呼
ば
れ
品
質
も
高
く
、
希
少
価
値

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　■
孫
の
成
長
が
一
番
の
楽
し
み
で
あ

り
、
希
望
で
す

仙
台
の
大
学
に
進
学
し
た
孫
娘
が
、

週
末
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
孫
は
私
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
カ
ラ
オ
ケ
に
誘
っ

て
く
れ
て
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。
悩
み
な
ど
も
聞
い
て
も
ら
い
、

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら

み
る
と
本
当
に
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
看
護
師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

定
年
退
職
後
も
訪
問
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
３
月
11
日
は
夫

の
四
十
九
日
で
、
公
休
を
取
り
、
夫

の
納
骨
を
済
ま
せ
て
直
ぐ
後
に
あ
の

震
災
で
し
た
。
浪
江
で
は
こ
の
時
期
、

休
日
に
は
キ
ノ
コ
採
り
や
天
蚕
の
飼

育
を
楽
し
ん
で
い
た
の
に
、
原
発
事

故
の
た
め
に
人
生
の
貴
重
な
時
間
を

取
ら
れ
た
よ
う
な
怒
り
や
恨
み
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
人
生
、
無
駄
な
経

験
は
な
い
と
信
じ
て
前
向
き
に
進
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『浪江のこころ通信』第１号掲載の鈴木静子さんは、当時
（2011年６月）岳温泉の東三番館に避難されていましたが、
現在は二本松市郭内の仮設住宅に孫娘さんと暮らしています。
「１年、２年半と経ちましたが、状況が変わらない今、先を照
らす光が見つけられない」とおっしゃいます。

再会・浪江のこころ

再取材シリーズ

▲「今日はたくさん話してすっきりしたわ」
とおっしゃってくださった鈴木静子さん
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■
二
度
と
は
な
い
よ
う
な
出
来
事
。

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す

大
震
災
当
時
、
私
は
役
場
の
嘱
託

を
務
め
て
お
り
、
上
ノ
原
の
町
営
住

宅
の
駐
車
場
で
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。

隣
家
が
今
に
も
つ
ぶ
れ
そ
う
な
大
き

な
揺
れ
で
、
普
通
に
歩
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
旦
帰
宅
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
途
中
の
道
は
地

割
れ
だ
ら
け
で
し
た
。
家
は
、
ぐ
し

（
瓦
屋
根
）
が
半
分
大
破
し
、
妻
は

あ
ま
り
の
こ
と
に
廊
下
に
座
り
込
ん

で
い
ま
し
た
。
無
事
を
確
認
し
、
直

ぐ
に
役
場
に
戻
る
と
、
津
波
か
ら
避

難
し
て
来
た
請
戸
の
方
々
の
対
応
に

追
わ
れ
ま
し
た
。

翌
12
日
早
朝
５
時
頃
に
避
難
を
呼

び
か
け
る
町
の
放
送
を
聞
き
、
前
の

家
の
家
族
と
車
２
台
で
6
尾
村
へ
向

か
い
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
は
幸
い
に
も
満
タ
ン
に
す
る
こ
と

が
出
来
て
、
南
相
馬
市
に
住
む
妻
の

妹
を
頼
り
ま
し
た
。
施
設
に
行
っ
て

い
た
義
母
は
津
波
で
流
さ
れ
て
行
方

不
明
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
が
安

置
さ
れ
て
い
る
体
育
館
を
訪
ね
歩
き
、

何
と
か
そ
の
日
の
う
ち
に
見
つ
か
り

ま
し
た
。
火
葬
場
が
運
良
く
空
い
て

お
り
、
す
ぐ
に
荼
毘
に
付
す
こ
と
が

で
き
た
の
が
幸
い
で
し
た
。

義
妹
に
は
１
週
間
ほ
ど
世
話
に
な

り
、
前
の
家
の
家
族
は
会
津
へ
、
私

と
妻
は
仙
台
の
娘
の
家
に
避
難
し
ま

し
た
。
そ
の
間
に
体
調
を
崩
し
て
病

院
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
脳
溢
血
の
一

歩
手
前
で
し
た
。
そ
の
後
、
桧
原
湖

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
１
カ
月
お
り
ま
し

た
が
、
身
体
が
ど
う
に
か
な
り
そ
う

だ
っ
た
こ
と
と
、
町
の
情
報
が
入
り

難
い
こ
と
が
あ
り
、
８
月
に
完
成
し

た
こ
の
宮
代
に
直
ぐ
に
入
居
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

 ■
支
援
し
て
頂
け
る
有
り
難
さ
を
つ

く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す

宮
代
に
は
、
継
続
し
て
支
援
活
動

を
し
て
く
だ
さ
る
団
体
が
４
〜
５
団

体
あ
り
、
特
に
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン

さ
ん
や
北
信
カ
ル
バ
リ
ー
教
会
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
近
所
の
福
島
市
北
信
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
さ
ん
か
ら
は
い
つ
も

お
誘
い
を
頂
き
、
皆
、
地
元
の
方
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
反
面
、
仮
設
住
宅
に
住
む
方
々

は
大
半
が
60
歳
を
超
え
て
お
り
、
体

育
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
誘
い
頂
い
て

も
、
参
加
が
難
し
い
状
態
で
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 ■
浪
江
に
行
く
の
は
よ
そ
う
か
、
と

迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

浪
江
町
の
自
宅
に
は
帰
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
住
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
何
も
か
も
震
災
当
時
の

ま
ま
の
町
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ

て
し
ま
い
、
帰
っ
て
も
誰
に
も
会
え

ま
せ
ん
。

国
や
県
の
対
応
が
遅
す
ぎ
て
、
町

民
が
自
ら
動
く
し
か
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
宮
代
で
も
ご
自

分
の
生
活
再
建
の
た
め
に
住
ま
い
を

移
す
方
も
い
ま
す
。
近
隣
の
自
治
会

長
さ
ん
と
も
話
し
て
い
ま
す
が
、
町

に
は
福
島
市
に
復
興
住
宅
を
作
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
も

の
で
す
。

福島市北部、伊達市や伊達郡との境に近い宮代応急仮設住宅
に2011年８月に入居し、初代の自治会長に就任されましたが
体調を崩され、会長職を交代されました。その後、再び会長に
就任され、「宮代では引きこもりは一人もいません。互いを気
遣う仕組みが自然に定着したのですね」と、自治会の２年半以
上に及ぶ素晴らしい成果を話してくださいました。

▲静かに微笑む萩野さん

萩野　虎夫さん（室原）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：10月７日

帰れるようになったけれども、
未だ住めないふるさとを思う

福島県



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
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